
第５次新潟市食育推進計画の方針について 

 

１ 国の方向性について 

 

・令和７年度末の第５次食育推進基本計画の作成に向けて、盛り込むべき課題および 

具体的な取組について検討中 

→6 月 30 日 令和 7 年度第 1 回 食育推進評価専門委員会実施予定 

議題（1）官民連携食育プラットフォームの設立について（報告） 

（2）第 5次食育推進基本計画作成に向けた主な論点について 

 

・第 4 次食育推進基本計画フォローアップ中間とりまとめの総括等について（別添） 

 

 

２ 第５次新潟市食育推進計画の視点および方向性について（案） 

 

・大枠となる基本目標（①食を楽しむ、②食を大切にする、③食で健康になる）については、

目指すべき方向性として、引き続き掲げていきたい。 

 

・【重点ターゲット層】若い世代 

ライフスタイルの変化が多い、10 代後半～20 代では共食の割合が下がり、朝食欠食率も他

の年代に比べて高いなどの傾向がある。 

また、30～40 代は親となる世代でもあり、子どもへの影響（特に朝食欠食）も大きい。 

→食に関する課題の多い若い世代を重点ターゲットとして考えていきたい。 

 

・食文化について 

「食文化」をどのように捉え、どこを目指していくのか。若い世代に伝えていきたい部分   

を具体化していく必要があると考える。 

 

・食育を推進するための活動は市だけでなく、民間団体等の取組みも重要であることから、

代表的な取組みを把握するため、委員の皆様から情報提供をいただきたい。 
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